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１．はじめに
ブナ科のウバメガシQuercus phillyraeoidesは日
本と中国に分布する。日本では本州（神奈川県以西
の太平洋側）・四国・九州・琉球の主に海岸部に（初
島,1975)，中国では中南部の貴州，四川，湖北，福
建，広東など主に沿岸部から内陸部まで分布すると
いわれる（新納,1959）。日本での分布の北東限に
ついては三浦半島の神奈川県横須賀市～房総半島の
千葉県鋸南町で生育地での生育環境や群落構造につ
いての報告がなされている。（原ら2000,2005）。一
方日本における南限地帯は沖縄県で，伊平屋島，伊
是名島，名護市許田とされている（初島,1975，初島・
天野,1994）。
伊是名島，伊平屋島のウバメガシ林については新
納（1965)によって植物社会学的報告がなされてい
る。また，地質学的見地から武内ら（1978)によっ
て伊是名島の植物群落の考察がなされている。
伊是名島のアカラ御嶽周辺は伊是名島のウバメ
ガシ林の核心的な生育地であるが，新納の調査
（1959,1965)から既に50年以上経過している。その
後，昭和52年5月9日に「アカラ御嶽のウバメガシ
林およびリュウキュウマツ等の植物群落」として沖
縄県指定天然記念物に指定された。しかしながら，
その後の環境変化で自然環境も変化している。
今回，沖縄県立博物館・美術館総合調査および文
化庁の天然記念物候補調査の一環として，アカラ御
嶽周辺部のウバメガシ林の分布，群落構造について
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図1　伊是名島位置図

図2　伊是名島地形図
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調査を行った。また，日本の南限地と言われる沖縄
県名護市許田のウバメガシについても生育状況およ
び生育環境の調査を行った。

１　調査地概要
(1) 自然環境
伊是名島は北緯26度56分，東経127度56分付近
にあり，面積13.9k㎡，周囲16.7km，沖縄県で13
番目の広さを持つ島である。島の最高標高は大野山
で119.9m，次いでチジン山の116.6mで，本島は
低島に分類される。同じ低島で近隣の与論島（最高
標高97m）や沖永良部島（最高標高240m）にはハ
ブの仲間は生息せず，本島にヒメハブが，隣島の伊
平屋島（最高標高294m）にヒメハブとハブがすむ
ことは興味深い。ハブの祖先が琉球諸島に到達した
後，幾度となく温暖期・寒冷期を経て，与論島や沖
永良部島は水没したことはあっても伊平屋島・伊是
名島は水没を免れているものと推定される。
伊是名島の気候については気象庁のホームページ
に過去30年間の資料がある（表１）。年平均気温は
22.3℃，年降水量は1825mmで，梅雨期の5･6月に
多く，夏季から冬季に雨が少ない。同じく30年間
のデータで近隣の那覇市が2040mm，鹿児島県奄
美市が2878ｍｍであることに比較して降水量は少
ない。平均気温は20℃を下回る月が4ヶ月ある亜

熱帯海洋気候と言える。また，冬季の12月・1月は
日照時間も短く平均風速も強い。亜熱帯性の植物に
とっては夏季の乾燥が厳しい，冬季も寒いなど，や
や生育に支障のある期間がある。
伊是名島を含む伊平屋群島は地帯構造的に中・古
生界の堆積岩類を主体とした本部類帯に属す（小西
1971)。伊是名島の地質は古生界の伊是名累層およ
び中生界の諸見累層，第四系にまとめられ，このう
ち伊是名累層は砂岩，頁岩を含むチャートを主体と
し，諸見累層は砂岩・頁岩の互層や礫層からなる
（Ishibashi,1968，武内ら,1978）。チジン山および
県指定天然記念物指定地のアカラ御嶽周辺は伊是名
累層で孤立した山体を形成し，山麓部に海ギタラ，
陸ギタラと呼ばれるような柱状の切り立った断崖を
形成している。層状チャートを含む伊是名累層は崩
壊しやすく，特に強い太陽光があたる南東斜面は崩
壊地が多い。一方諸見累層はアーガ山などを中心に
して尾根部に線状に連続し，チャートからなる伊是
名累層の山地よりも急な斜面になっている。

(2) 人為的影響
伊是名村誌（1989）よると伊是名島の遺跡から
は室川下層式土器の土器片が得られており，少なく
とも縄文時代前期（約5,000年前)以前より人々が生
活していたものと推定される。人の生活と共に燃料
源として樹木の伐採および搬出が行われ，原生の森
は変化していった。伊是名島は琉球王朝の始祖とさ
れる尚円王の生誕地であり，中世から近世にかけて
も多くの人々が生活し栄えたが，それには相当の薪
炭材が必要であったと推定される。
村誌に記載のある伊是名島の人口で最初に登場す
るのは1880年（明治13年）の3,107人。その後増
加し，戦争で多くの人々の生命が失われたものの，
戦後急激に回復し，統計のある人口の中で最も多
かったのは1955年（昭和30年）の5,689人である。
当時の人口密度は499人/㎢と過密な状況であった。
その後，沖縄島，日本の都市部への人口移動が起
こって過疎化が進行し，2015年（平成27年）の人
口は1,516人と最盛時の約4分の1近くまで減少して
きた。
伊是名村に村営の発電事業が始まったのは1959
年（昭和34年）で，昭和30年代後半にプロパンガ

表1　伊是名の気象平年値
　　（1981～ 2010年　30年間の平均値）

要素 降水量
(mm)

平均気温
(℃ )

日最高
気温
(℃ )

日最低
気温
(℃ )

平均風速
(m/s)

日照時間
(時間)

1月 111.2 16.1 18.9 13.8 5.1 91.5
2月 125.0 16.3 19.0 13.9 5.0 92.8
3月 164.4 18.0 20.9 15.5 4.8 115.1
4月 177.5 20.5 23.4 18.0 4.4 135.0
5月 230.4 23.0 26.0 20.7 4.1 163.2
6月 269.9 25.8 28.7 23.8 4.0 194.8
7月 136.3 28.3 31.5 26.1 3.8 289.8
8月 145.7 28.2 31.3 26.0 4.3 248.5
9月 129.1 27.1 30.3 24.9 4.4 206.2
10月 119.1 24.7 27.7 22.6 5.1 175.3
11月 119.2 21.5 24.2 19.4 5.3 122.3
12月 97.5 18.0 20.7 15.8 5.1 109.3
年 1825.1 22.3 25.2 20.0 4.6 1945
気象庁ホームページより
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スが導入された。最盛時は山から燃料として樹木を
切り出すだけでは不足し，伊平屋島からも薪炭材が
移入されて不足を補っていた。そのため繰り返し森
林の伐採が行われて，元々貧栄養のチャート質だっ
た丘陵地は土壌の養分がさらに収奪され，貧栄養で
低茎の草原状の森林となった。子どもたちが山を縦
横に駆けかけまわれるほどの草原と低木林であった
と伝えられている。その後プロパンガスをはじめと
する燃料革命で山の樹木の伐採が行われなくなると
森林は回復し，年々高茎になってきている。

2　調査日
2014年10月25日～ 26日 
2015年12月12日～ 13日
2017年3月11日～ 13日，9月28日～ 29日

3　調査方法
(1) 植物群落調査
アカラ御嶽のウバメガシ林およびその周辺にどの
ような種組成を持つ植物社会が形成されているかに
ついて調査するためBraun-Blanquetの全推定法に
よる植生調査（1964)を実施した。草地は１～ 100
㎡，森林は125～ 400㎡の調査区を群落の形状種類，
立地環境に応じて変更した。

(2) 毎木調査
ウバメガシ林の群落構造を見るために接線法によ
る毎木調査を実施した。
基点より巻尺を伸長させ，その上に枝葉が覆う胸
高直径が3cm以上の個体について，起点からの距
離，樹種名，胸高直径，樹高等を巻尺，直径尺，伸
縮式メジャーポール等を利用して計測した。

(3) 現存植生図作成調査
植物群落調査資料をもとに既発表資料を参考にし
て表操作を行い群集・群落区分を行なった。この結
果をもとにして調査区域内の現存植生がどの範疇に
入るか相観によって判断し，地図上に記録する現地
調査を行なった。群落の広がりについては，伊是名
村撮影の空中写真およびgoogle earth map（2017）
を参考にして，伊是名村作成の縮尺1/5,000の地図
上に現存植生図を作製した。

4　調査結果
(1) 植物群落調査（図 3，図 4）
伊是名島において図3のアカラ御嶽周辺で30地
点，及び図4の屋ノ下島で74地点植生調査を行い，
表操作を経てウバメガシ林1群落，風衝低木林1群
落2下位群落，断崖植物群落2群落，崩壊地草原１
群落5下位群落，汀線部隆起珊瑚礁上岩 地植物群
落5群落4下位単位，砂丘草原植物群落2群落2下位
単位、熱帯海岸林4群落３下位単位，植林2群落を
確認した。

アカラ御嶽周辺で調査した植物群落の概要は以下
のとおりである。
ア） ウバメガシ林
①トベラ－ウバメガシ群集(表2）
当地での群落の高さは6ｍ未満で，ウバメガシが
被度2～ 4で第１層の亜高木層ないし，低木層に優
占するウバメガシ林である。ヤブラン，ネズミモチ，
ヒトツバ，ボウラン，シマタゴ，サコスゲ等を含む
ことで他の風衝低木林から識別される
風衝が強く，貧栄養の立地であるため，ガジュマ
ル，アコウ，オキナワシャリンバイ，トベラ，ギー
マ，アデク，シバニッケイなどの低木種およびキキョ
ウラン，シラタマカズラ，ハチジョウススキなどの
草本種の常在度および被度が高い。構成種数は25
種前後である。主にアカラ御嶽の頂上および頂上か
ら続く尾根部周辺に所在し，林床には表土A層が無
く，亀裂の入った岩盤や大岩角があり，その岩の間
にウバメガシが岩の崩落を阻むように生える。岩質
は白色を帯びたチャートで，山頂付近では岩が裸出
し，祠が建っている山頂部を除き第1層のウバメガ
シ等で林冠は密閉されている。

図3　アカラ御嶽周辺植生調査地点
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トベラ－ウバメガシ群集の比較（表２）
これまでウバメガシ林について，和歌山県周参見
町1地点，鹿児島県阿久根市3地点，薩摩川内市里
町長目の浜（ 島）8地点，南さつま市坊津町1地点，
南大隅町佐多町3地点，種子島4地点，屋久島町2地
点，十島村宝島2地点，沖縄県伊是名島4地点，伊
平屋島6地点について植生調査を行ってきた。
調査した沖縄及び鹿児島地域に分布するウバメガ
シ林について，植物群落の種組成としての特徴を考
察するため群落組成表を作成すると，表2のとおり
となった。調査地域は，すべて海岸から100mも離
れていない沿海地で，種子島の1地点（調査区番号
24の本村海岸）が砂丘地（寺田ら,2013)， 島長
目の浜の5地点（調査区番号13,14,15,19）が礫地（寺
田ら,2008)，以上を除けば岩角地ないし岩上地であ
る。また，阿久根市（調査区番号7,8,9.）南さつま
市（調査区番号１）が10m以上の高木林で他は亜
高木，低木林である。
日本のウバメガシ林はコシダｰウバメガシ群集（今
井,1965，中西・鈴木,1973，中西,1980)とトベラ－
ウバメガシ群集に群落区分される(鈴木,1951)。 対
象となった群落はすべてシャリンバイ，トベラ，ヒ
トツバ等海岸性の植物を含むトベラ－ウバメガシ群
集であり，3亜群集7変群集に下位単位区分された。
即ち，カノコユリ亜群集，ハクサンボク亜群集，
キキョウラン亜群集の3亜群集である。カノコユリ
で区分されるカノコユリ亜群集は 島に分布し，コ
クテンギ変群集と典型変群集に，ハクサンボク，ク
ロマツ，コシダで区分されるハクサンボク亜群集は
島と薩摩半島に分布しオンツツジ変群集とモチノ
キ変群集に，キキョウラン，シラタマカズラ，モッ
コクで区分されるキキョウラン亜群集は大隅半島の
南大隅町以南沖縄県に分布し，ハマヒサカキ変群集
とクマタケラン変群集，ボウラン変群集に下位単位
区分される。
ハマヒサカキ変群集は大隅半島と屋久島に分布
し，クマタケラン変群集は種子島に，ボウラン変群
集は鹿児島県宝島以南沖縄県伊是名島，伊平屋島と
ともに南限地の群落で，ボウラン，ノキシノブ，ア
コウを含むことで下位単位区分される。
伊是名島の群落は伊平屋島とともに，ボウラン変
群集の中でヤブラン，ギーマ，サコスゲ，シマタゴ，

ギョクシンカ，シバニッケイ，ヤンバルセンニンソ
ウ等南方系の植物種を含むギーマ亜変群集としてさ
らに下位単位区分された。
このように，日本南限の 伊是名島，伊平屋島のウ

バメガシ林は植物社会学的には同群落で，南方系の
植物を多数含むトベラ－ウバメガシ群集ボウラン亜
群集キキョウラン変群集ギーマ亜変群集に所属する。

イ）　風衝低木林（表3）
②　シバニッケイｰシャリンバイ群落
アカラ御嶽周辺ではシャリンバイやアデク，シバ
ニッケイ，トベラなどの風衝低木が優占するか，そ
の上層にリュウキュウマツが突出している群落が広
く分布する。
シャリンバイ，シラタマカズラ，アデク，シバニッ

ケイ，トベラを区分種にして本群落は区分される。
本群落はタマシダ，ヒトツバ，ネズミモチ，グミモ
ドキ，ゲッキツ等を区分種にしてオオシマコバンノ
キ下位群落，リュウキュウマツ，タイミンタチバナ，
ギーマ，イトスナヅル，クチナシ，モッコク，ササ
バサンキライ，ヤンバルセンニンソウを区分種にし
てリュウキュウマツ下位群落に識別される。  
オオシマコバンノキ下位群落はリュウキュウマツ
を欠き，群落の高さが2ｍに満たない風衝低木林で
シバニッケイ，(オキナワ）シャリンバイが優占し，
ギーマ，モッコク，モクタチバナなどの被度が高く，
シラタマカズラ，キキョウラン，タマシダ，ヘクソ
カズラが常在する。本群落は海風の影響が特に強い
海岸の直近地に分布する。
リュウキュウマツ下位群落はリュウキュウマツが
第1層の亜高木層ないし低木層に突出し優占する事
もある群落で，ギョクシンカ，マルバホングウシ
ダ，コバンモチなどを含むやや湿潤な立地に生育す
るギョクシンカ下位単位と前記種を欠き斜面上部に
生育する典型下位単位に区分される。ギョクシンカ
下位単位はさらにオキナワクジャク，ササクサ，モ
チノキ，コゴメスゲを種組成に持つコゴメスゲ下位
単位と含まない典型下位単位に区分される。
武内ら（1978)の報告ではアカラ御嶽周辺はリュ
ウキュウマツ群落が多く記録されているが，40年
の間に優占していたリュウキュウマツが枯死する
と，下層植物の低木種が林冠を覆い，リュウキュウ
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マツ群落から下層の風衝低木で満たされた風衝低木
林のシバニッケイ－シャリンバイ群落に遷移してい
るものと考えられる。
相観的には本群落は風衝低木林とリュウキュウマ
ツ林に分かれる。植生図では2つを区分して表現し
たが，種組成上は同じ群落である。
③　ガジュマル－ヤブニッケイ群落
アコウ，ガジュマル，ハマイヌビワ，クロヨナ等
が亜高木層に優占する群落で塩基性土壌に発達す
る。表土が浅く隆起サンゴ礁の岩盤が見えるような
ところに成立している。ゲッキツやグミモドキなど
の種が低木層に生育し，ノアサガオ，サルカケミカ
ン，カラスキバサンキライなどの林縁種も亜高木層
を覆っている。人家周辺にも多く分布する。
本群落の中には伊是名島では少ない高木林でヤブ
ニッケイが優占したところもあった。高木層にはヤ
ブニッケイの他，ガジュマル，シマグワ，グミモドキ，
ハマイヌビワなどの種も群落を構成する。草本層に
はクワズイモ，オニヤブソテツの被度が高く，ホシ
ダやエダウチチヂミザサ，アオカラムシ，ゲットウ
などの攪乱種の被度も高い。林床は平坦で土壌もあ
り，耕作放棄地と考えられた。
④　ソウシジュ群落
樹高4mのソウシジュが低木層に優占する群落で
草本層にはキキョウランがびっしりと生えていた。
崩壊地の頂上部直近の窪み周辺にあり，調査地点2
以外では確認できなかった。ソウシジュは台湾原産
のマメ科の落葉高木であり，伊是名島の群落は植林
によって形成されたと考えられる。

ウ）　断崖地植物群落 （表3）  
⑤　ソテツ群落
海沿いの断崖地には風衝低木林の中にソテツが優
占する低木群落が発達する。陸ギタラや伊是名城跡
では，表土もほとんどない岩錘地に発達した群落が
あった。低木層には風衝低木林種のトベラ，シャリ
ンバイ，シバニッケイなどの他，ヤンバルセンニン
ソウ，オオシマコバンノキ，リュウキュウテイカカ
ズラなどが繁茂する。
⑥　ボウラン－イワヒバ群落
伊是名城跡裏の断崖地で日当たりが緩やかな西
側斜面には本群落が成立するところがある。群落

は10㎡程度の極めて小規模である。植被率は30 ～
40％で，チャートの岩肌が裸出し，トベラ，ハリ
ツルマサキ等の低木種が混じる草本群落であるが，
乾燥に耐性のあるノキシノブやボウラン，タマシダ
が構成種となる。帰化植物種のシロノセンダングサ
も随伴した。
　なお，本調査地のボウラン－イワヒバ群落は「伊
是名城跡のイワヒバ群落」として昭和33年1月17日
沖縄県の指定天然記念物に文化財指定されている。

エ）　崩壊地群落
⑦　キキョウランｰハチジョウススキ群落　
チャートの崩壊地には矮性化した風衝低木林に混
じってイネ科植物のハチジョウススキやオガルカ
ヤ，イゼナガヤなどが優占する群落が確認される。
群落はハチジョウススキ，キキョウラン，ホソバ
ワダンが区分種となり，やや内陸部の斜面下部にあ
りイゼナガヤが高被度で伴うイゼナガヤ下位群落，
クロガヤ，オキナワサルトリイバラ，コシダを伴い
内陸部のやや湿潤な立地に生えるクロガヤ下位群
落，コウライシバ，イソテンツキを伴い，海岸直近
の絶壁等に群落をつくるコウライシバ下位群落，ケ
スナヅル，シイノキカズラを伴い海岸近くに生える
ケスナヅル下位群落，ヒレザンショウ，クロイゲを
伴う海岸直近でやや安定した立地に群落を形成する
クロイゲ下位群落の5下位群落に区分される。
いずれの群落も崩壊地周辺で岩角や岩礫に風衝低
木林に接しており小規模なものである。

オ）　路傍植物群落
⑧　ナピアグラス群落
かつて牧草として播種されたナピアグラスが高さ
が3ｍにもなり優占する群落である。ノアサガオの
他に随伴する植物種は確認されなかった。白鳥霊園
近くの沢部で確認した。

また，アカラ御嶽周辺の海岸岩礁地および砂丘地
では以下の群落が確認された。なお群落組成表につ
いては，今回の調査と平行して伊是名島屋ノ下島で
図4の地点で行った植物群落調査（寺田ら2015)の
資料のとおりである。（図4の旗印は植生調査地点
であり，線A,B,Cは植生配分調査地点である。）
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カ）　汀線部隆起珊瑚礁上岩 地植生
⑨　ミルスベリヒユ群落
汀線部の最先端に位置する群落で，毎日の潮汐で
海水をかぶる位置にミルスベリヒユ1種が匍匐して
優占する。ミルスベリヒユの花はピンクを帯びるが，
変種に白花のシロミルスベリヒユがある。両種は同
様な生態的特徴があるため，同一群落として記載し
た。
⑩　イソフサギ群集
定期的に海水に浸る隆起サンゴ礁の岩 地に
1cmほどのイソフサギがびっしりと株立ちして生
える群落で，一般的には塊状の群落が点々と分布す
る。汀線上の隆起サンゴ礁上にあらわれる。
⑪　コウライシバ－ミズガンピ群落
汀線上でミズガンピあるいはコウライシバが優占
する群落が確認される。しばしば本群落は隆起サン
ゴ礁の汀線を含む高さが0.5 ～ 1.5ｍ程度の駆け上
がり部に形成される(寺田ら,2007,2012)。高さ1.5m
前後のミズガンピがびっしりと生えて優占し，ウコ
ンイソマツ，コウライシバ等が低被度ながら塊状に
分布する。
⑫　イソマツ－モクビャッコウ群集
イソマツ－モクビャッコウ群集は一般的には高さ
10cm前後のイソマツあるいはウコンイソマツ（キ
バナイソマツ）が隆起サンゴ礁の先端部で小塊状に
なって低被度で優占する群落である（鈴木，1979)
（宮脇・奥田　1990)。伊是名島でも一般的には隆
起サンゴ礁の先端部に高さが15cm前後，群落の規
模が30cm四方前後の集団が小塊状に散在する。な

お，屋ノ下島では最大の高さ30cmの巨大なウコン
イソマツが幅20m長さ150mを越えて大群落をつ
くっているところも確認されている（寺田,2015)。
⑬　ソナレシバ群集
本群落は高さが15 ～ 20cm前後のソナレシバが
幅3～ 5m，汀線に平行に長さ10数mにわたって優
占する群落で，陸地の地形が谷部になったところ
の汀線部に成立する。汽水性の群落ととされ（宮
脇,1998)，陸地より地下水の浸透がある泥土上に群
落は成立する。

キ）砂丘草原植物群落
⑭　コオニシバ群集
砂丘地の最前線にコオニシバが優占する群落が分
布する。群落の高さは10cm前後と低く，植被率が
60％と 間の多い群落である。
⑮ハマアズキ－グンバイヒルガオ群集
砂丘地の最前線にクロイワザサやグンバイヒルガ
オ，シマアザミなどが常在する群落が分布する。本
群落はハイキビ，シロノセンダングサを含むハイキ
ビ下位単位とハイシバ，ハマアズキを含むハイシバ
下位単位に下位単位区分される。砂丘砂が海岸浸食
で減少して，本群落の立地は激減し，本来であれば
後背に成立するクロイワザサ－ハマゴウ群集と接近
し，2つの群落が融合した形態になっている。

ク）熱帯海岸低木林（表3）
⑯　ヒレザンショウ－ハリツルマサキ群落
ほとんど冠水することない隆起サンゴ礁上に成立
する匍匐性の低木林で乾燥した環境に成立してい
る。匍匐性のハリツルマサキ，ヒメクマヤナギ， ク
ロイゲ， ヒレザンショウ，シイノキカズラなどの低
木からなりびっしりと絡まって優占する。群落の高
さは0.5m～ 1.5mと低く，構成種数も7から10種と
貧弱である。
⑰　モンパノキ－クサトベラ群集
ハマアズキ－グンバイヒルガオ群集等の砂丘草原
やハリツルマサキ－ヒレザンショウ群落等の匍匐性
低木林の後背には，高さ1.5から4.0mのモンパノキ
あるいはクサトベラが優占する低木林が成立する。
モンパノキが優占する群落は少ないが，1株で25㎡
もある株がつくる見事な景観の群落もある。クサト

図4　屋ノ下島調査地点図
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ベラが優占する群落は帯状に海岸線を取り囲むよう
に発達する。群落は2層構造で低木層の植被率は90
から100%，草本層は低木層がびっしりと葉や枝を
繁らしているため植被率は低い。また，荒天時に波
の侵入するところもあり，構成種数も6種以内と少
ない。
⑱　オオハマボウ群集
モンパノキ－クサトベラ群集の後背のやや湿潤な
立地ではオオハマボウが優占する低木林が形成され
る。群落は2層構造で2.5m～ 4.0mの低木層にオオ
ハマボウがびっしりと生え，草本層は植被率も5％
と発達しない。構成種数は4種前後と貧弱である。
⑲　アダン群集
2から5mのアダンが低木層をびっしりと覆う群
落で，草本層は発達しない。草本層はアダンの空
部にシマアザミやホソバワダン等の陽性草本が随伴
する。砂丘地ばかりでなく未風化の隆起サンゴ礁に
も広がる。
⑳　モクマオウ植林
第1層の亜高木層あるいは低木層にモクマオウが
優占する植林群落である。かつての空中写真からは
屋ノ下島干拓地をはじめ多くのところで防風林・防
潮林として高さが10ｍ近くになっていたものと推
定される。現在は枯死個体が多く壊滅的な状況に
なっている所もある。同緯度の与論島でも類似の状
況で台風によるものと推定される。台風の時の飛び
砂等によって樹皮が剥がれ枯死したものと推察され
た。白鳥霊園下や伊是名城から伊是名集落にかけて
の海岸線にも植栽されている。本群落はモクマオウ
が第1層を覆っているが，被度は低く，また，モク
マオウのアレロパシイによるものか不明であるが，
第2層の発達はアダンを除ききわめて貧弱である。

(2) 毎木調査
ウバメガシ林の構造を記録するため2地点（図5)
で接線上の毎木調査（表5，表6）を行った。
A断面はアカラ御嶽の山頂尾根をまたぐ位置で東
西方向両サイドに15mずつ計30m，B断面は尾根下
約10m付近を尾根に平行して南北方向に30mとし
た。調査は対象区間に巻き尺を張り，その上を枝葉
が交差する樹木を対象にした。風衝低木林であるた
め樹高が低く，また林内には幼苗も多いため，通常

の毎木調査（地上1.3mでの計測値）で実施する胸
高直径測定では該当する個体が少ないため，調査対
象を地上50cmで直径が2cm以上の樹木とし，主幹
の位置，樹種名，樹高，地上50cmでの直径を伸縮
式メジャーポール，直径尺で計測した。
A断面（図6～図9）
0から15mまでは，西を向いた20 ～ 30度の斜面
で，15m付近が尾根頂上，それ以降は30～ 60度の
東を向いた斜面となる。その後傾斜が急となり崩壊
地が南側に広がっている。
全体で測定した個体は31本あり，樹種は7種で，
ウバメガシが16本で最も多く，ついでシャリンバ
イ，モッコクともに4本であった。西側にトベラ，
シャリンバイが多く，日当たりの良い東側にモッコ
ク，ギーマが生育する。樹高は起点付近が4m近く
あるが徐々に低くなり，尾根近くでは2ｍになり，
尾根付近では対象となる樹木はない，東斜面に移る
と樹高は低くなり1m台になっていく。特に目立つ
3m以上の樹木は6本あったがウバメガシ4本，シャ
リンバイ2本である。
樹木の直径で見ると，15.9cmのウバメガシが最
大で，5cm以上の樹木は17本，西側に11本，東側
に6本あった。最も多いのはウバメガシの11本であ
るが，西側(10本)に偏在する。東側にはモッコクの
5cm以上のものが4本あった。
B断面（図10～図13）
アカラ御嶽の北側に延びる尾根の下約10mの西
側斜面を南北方向30mの間，毎木調査を行った。
起点と終点B～ B′間（図5）は凹凸はあるが，ほぼ
同水準である。
全体で47本測定し，そのうちウバメガシが17本，
シャリンバイ9本，タイミンタチバナ5本，ギーマ，
シマタゴ，クチナシが4本であった。シマタゴが西
側斜面に偏在することが注目される。樹木の高さは
1.7 ～ 4.5ｍで尾根部を含むA断面に比較して高い。
特に目立つ3m以上の樹木種は15本あり，ウバメガ
シ10本，シャリンバイ3本，シマタゴ2本である。
また，50cm地上径は最大でウバメガシの17cmあ
るが，5cm以上のものが26本あった。このうちウ
バメガシ16本，シャリンバイ4本，シマタゴ3本で
あった。
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図7　DBH分布（A断面）

図9　樹種分布（A断面）

図8　樹高分布（A断面）
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毎木調査の結果から，当地のウバメガシ林は最
大高5m，平均樹高がA断面が216cm，B断面で
276cmである。樹木の最大直径が17cmでA断面，
B断面とも平均が6.5cmである。巨木の森ではなく，
風衝低木林の1つである。構成樹木数も10種に満た
ず少ない。尾根を境にして東側は傾斜が急になり，
チャート崩壊地となる。西側は崩壊したチャートが
堆積している。
西側斜面にあるB断面の樹高が正規分布を示し，
また，胸高直径も小さなものほど多くなっている。
このことからすれば，現在も定常的な状態であり，
樹木は巨木化することなく定常的に更新されている
ことが考えられる。現況は東南斜面だけでなく西斜
面の岩石にも崩壊が起こり，絶えず母岩に崩れが起
こるため，大径木が維持されず，小規模な更新が頻
繁に起こる自然林と考えられる。

(3) 植生図作成
今回の植生調査資料および既発表の資料を基に図
14中の16凡例でアカラ御嶽周辺の現存植生図（図
14）を作成した。なお，風衝低木林のシバニッケ
イ－シャリンバイ群落は今後の群落推移を見るた
め，空中写真の判読によってリュウキュウマツが優
占する群落(リュウキュウマツ優占群落)とそれ以外
の群落という2つの凡例をもうけた。

植生分布の概要
現在広い面積を占めているのは，シバニッケイ－
シャリンバイ群落で，日当たりの良い南東斜面を中
心に分布する。環境省の植生図や武内ら（1978)の
邦文にある植生図で記載されているリュウキュウマ
ツ群落はその当時丘陵部のほとんどを占めていたが
その後シバニッケイ-シャリンバイ群落に遷移して
現在はリュウキュウマツ優占群落は北西側斜面を中
心に残っている。
トベラ－ウバメガシ群集はアカラ御嶽だけに記載
したが，小規模な群落は崩壊地の上端に散在する。
崩壊による自然裸地，その周辺部のキキョウラン-
ハチジョウススキ群落を含む崩壊地群落は，丘陵凸
部の南東側に偏在する。チャートが亜熱帯の強い太
陽光を受け昼夜の温度差によって崩壊を早め南東側
に偏って崩壊しているものと推察される。その結果

植生分布に偏在が見られる。
ヤブニッケイ－ガジュマル群落は隆起サンゴ礁上
等アルカリ性土壌の植生であるが，集落の周辺およ
び伊是名城跡の後背地等に分布している。
島の周囲は自然裸地で囲まれ，砂丘地には熱帯海
岸林のアダン群落まで海岸砂丘植生であるクロイワ
ザサ群団の植物群落（ハマアズキ－グンバイヒルガ
オ群集，コオニシバ群集，ハイキビ群落，クロイワ
ザサ－ハマゴウ群集等を含む)が分布する。海岸の
自然裸地や砂丘植生の後背には熱帯海岸林のアダン
群集や湿ったところにはオオハマボウ群落が分布し
ているがアダン群落で代表させた。伊是名城跡の後
背地で西側の断崖にはイワヒバ群落があるが，面積
が小さため割愛した。
ソテツ群落は陸ギタラと伊是名城跡の後背の断崖
地に分布する。

5　考察・文化財としての価値
(1) ウバメガシ林の特異性
ウバメガシの葉は厚くて硬く，また，木の樹皮も
厚くて乾燥によく耐え硬葉樹とも呼ばれる。貧栄養，
強風下に風衝低木林を形成する。樹木としての成長
は遅く，材の目詰まりも著しい。このため，薪炭材
として火持ちがよく，薪としても重宝されたばかり
でなく，高い温度を発生させる白炭や備長炭の素材
としてこれまで活用されてきた。また，現在ではウ
バメガシを素材とした木炭は遠赤外光が多量に発生
すると言われウナギの蒲焼きや焼き鳥などの燃料と
して利用される。椎茸栽培のホダギとしても持ちが
よく，ウバメガシ林は重宝されて伐採を受け萌芽林
や２次林となることから，ウバメガシ林の自然林は
全国でも希少な存在である。

(2) アカラ御嶽のウバメガシ林の特異性
①　地理的特異性　日本南限の群落
ウバメガシは千葉県以南の海岸部に分布するが，
南西諸島におけるウバメガシは北から種子島，屋久
島，トカラ列島宝島，奄美大島(植栽起源)，沖縄県
伊平屋島，伊是名島，沖縄県名護市許田で隔離的に
分布している。地理的には名護市許多がより南方に
当たるが，群落を形成していないので，伊是名島の
アカラ御嶽付近は日本の南限の群落である。

－32－



図14　アカラ御嶽周辺植生図

図15　アカラ御嶽のウバメガシ
　　　 狭葉化，硬葉化している

図16　岩 に根を張るウバメガシ

図17　 アカラ御嶽からの眺望
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名護市許田のウバメガシについて
名護市許多（N26° 32′ 38.15″，E127° 58′ 1.24″
標高20m）には胸高直径109cm，高さ9.65m推定
樹齢 270年とされる巨木があり，名護市の天然記
念物に指定されている。市指定史跡「許田の手水」
の後方の森に生育する。地上2m付近まで幹は空洞
化し，側枝も欠損があり，ウメノキゴケ類似の地衣
類も付着している。倒木の危険もあるためワイヤー
で固定している。湧水地の谷部にあり，周辺はスダ
ジイ林で，「許田の手水」の森以外の周囲の森およ
び沖縄島には分布していない。周辺はウバメガシよ
り高い尾根に囲まれた凹地面で，有機層も一定程度
ある粘土質の古生層の土壌であり，かつ直下には湧
水もある。また，林床は管理のために定期的に刈り
込まれているようで，下層にはリュウキュウチク，
イヌビワ，リュウキュウウマノスズクサ，ハゼノキ，
ケホシダ，タイミンタチバナ，カキバカンコノキ，
ハマイヌビワ，イヌビワ，クチナシ，ハチジョウス
スキ，ノボタン，ヤンバルセンニンソウ，ホウライ
チク等が繁茂していたが，ウバメガシの実生等は確
認されなかった。周辺の森林はアマミアラカシ，タ
ブノキ，ヤブニッケイ，コバンモチ等を含むシイ林
で林床には巨大なリュウビンタイやシマオオタニワ
タリ等が生える。このことからウバメガシは本来の
強風，乾燥，貧栄養の立地環境ではない。このこと
から世代を更新しておらず偶発的にあるいは人為に
よって生育しているものと言える。
遺伝子的解析によってカケス等の鳥類が近傍の伊
平屋・伊是名島から運搬してきた自然分布の可能性
があるものか，人為的に本州を含む他の地域からも
たらせられたものか判明する可能性がある。

②　地質的特異性
アカラウタキ周辺は地質的には伊是名累層の層状
チャートである。海ギタラ，陸ギタラの内陸側に
あり沖縄島を東に見る山頂付近にアカラ御嶽はあ
る。層状チャートは熱膨張等によって崩壊しやすい
ため，強い太陽光があたる南東斜面に偏って崩壊地
がある。伊平屋島，伊是名島では，ウバメガシは崩
壊地周辺の斜面に群落をつくり，従前より崩壊した
チャートの岩角の岩 に生育し，崩落を防ぐような
状況で群落を形成している。

③　種組成的特異性
アカラ御嶽のウバメガシ林および伊平屋島のウバ
メガシ林は日本のウバメガシ林群落のトベラ－ウバ
メガシ群集でありながら，以北に分布する群落とは
異な亜熱帯的な要素を持った植物種からなる群落で
ある。即ち群落共通としてウバメガシの他，シャリ
ンバイ，トベラ，ネズミモチ，クチナシ，タイミン
タチバナ，クロキ，キキョウラン，ハゼノキ等の種
を含みながらシャシンボ，マルバグミ，ツワブキ，
ヒメユズリハなどの種を含まずヤブラン，アデク，
ギーマ，シバニッケイ，ギョクシンカ，シマタゴ，
サコスゲなど亜熱帯性の植物種を多数含む。南方系
の植物を多数含むトベラ－ウバメガシ群集ボウラン
亜群集キキョウラン変群集ギーマ亜変群集に所属す
る。

④　人為的特異性
アカラ御嶽は島で第一の聖地とされ，標高66m
の山頂に伊是名の湊と沖縄島と舟が行き交う航路が
よく見える位置にある。現在は山頂には赤瓦が葺か
れた祠が建っている。島立や帰島の安全を祈る島民
にとっては身近な聖地とされていたため，伊是名島
ではプロパンガスが導入されていない時代は，人口
の多かった伊是名島では隣島の伊平屋島や沖縄島の
やんばるから薪を移入するほどであった。エネル
ギー事情が悪かった伊是名島に於いてはウバメガシ
林は貴重だったが，アカラ御嶽は保護され，伐採が
発覚すると厳しい罰が課されたという（伊是名村教
育長談）。このため御嶽周辺のウバメガシ林は保護
され，伐採されることなく，伊是名島では唯一の自
然林となっている。

(3) アカラ御嶽周辺の文化財的価値について
文化財とはわが国の歴史，文化等の正しい理解の
ため欠くことのできないものであり，且つ，将来の
文化の向上発展の基礎をなすもの　（文化財保護法
第３条）といわれる。自然の文化財である天然記念
物はその指定基準が主に3点に包括される①わが国
の成り立ちを知る上で欠かすことのできない進化や
地史学的なもの②現在のわが国の自然の特性を理解
する上で欠かせないもの③日本人と自然との関わり
方，心象風景を語る上で欠かせないもの，人の関与
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により成立したものとされる。
アカラ御嶽のウバメガシ林はそれぞれに該当する
ものである。
①　日本での分布の南限として遺存的に残された
貴重な森林であり，琉球列島の地史および地質
との関連が深い。　

②　ウバメガシ林は風衝低木林で我が国において
強風，乾燥，貧栄養，崩壊地の過酷な乾環境に
耐える森林の代表でもあること

③　ウバメガシは身近な薪炭の材料として重要で
あたが，アカラ御嶽は地域の人々の安全を祈る
聖地として重要であったため保護されてきたた
め自然林が維持されていること。
以上の点を考慮すると，アカラ御嶽周辺は天然記
念物指定基準の(2) 代表的原始林  (3) 特殊岩石地植
物群落  (10)著しい植物分布の限界地  にも該当す
る。
また，歴史的な場所でもあり，アカラ御嶽山頂か
らは海ギタラ，陸ギタラの後背に続く沖縄島の景観，
伊是名城，チジン山やアーガ山の景観も秀逸で，自
然名勝としてもふさわしい。
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